
新
野
中
学
生
短
歌

一
位

大
掃
除
ど
こ
か
ら
や
ろ
う
ど
う
し
よ
う
そ
う
だ
決
め
た

ぜ
机
の
上
だ
　�
折
野
　
琴
泉

二
位

日
記
買
い
新
年
は
じ
め
目
標
を
書
い
て
今
年
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
　�

久
米
　
智
宏

三
位

友
達
に
気
持
ち
を
こ
め
て
年
賀
状
筆
を
は
し
ら
す
明
日

会
う
友
に
　�

西
川
な
ぎ
さ

入
選

福
笑
い
笑
っ
て
泣
い
て
こ
ろ
こ
ろ
と
変
わ
る
感
情
み
ん

な
で
囲
む
　�

是
松
　
未
来

初
日
の
出
家
族
と
見
て
は
笑
み
あ
ふ
れ
今
年
最
初
の
思

い
出
作
り
　�

笹
田
　
美
空

待
っ
て
い
た
今
年
の
分
の
お
年
玉
だ
ん
だ
ん
上
が
る
ポ

チ
袋
の
中
　�

水
口
　
明
衣

初
日
の
出
新
野
の
山
に
朝
が
来
る
新
し
い
年
朝
日
と
と

も
に
　�

谷
村
　
柊
弥

煩
悩
を
取
り
去
る
た
め
に
除
夜
の
鐘
た
た
く
の
で
は
な

く
た
た
か
れ
に
い
く
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中
村
蒼
一
朗

市
民
文
芸

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

流
れ
星
戦
争
の
事
言
え
ぬ
ま
ま
　�

繁
木
　
良
子

敬
老
会
普
段
出
合
え
ぬ
人
と
会
い
　�

笹
田
　
知
睦

鰯
雲
修
行
嶽
か
ら
手
を
振
る
子
　�

横
井
　
知
昭

好
天
に
白
き
穂
を
出
す
枯
す
す
き
　�

奥
田
　
蒼
朗

刈
田
中
阿
波
の
公
方
の
由
来
書
き
　�

宮
崎
三
千
代

山
葡
萄
十
粒
十
色
に
日
の
暮
れ
る
　�

鈴
木
　
順
子

新
蕎
麦
や
か
ら
く
り
人
形
お
茶
を
汲
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中
富
は
る
か

母
の
品
ふ
る
さ
と
は
は
や
紅
葉
色
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東
　
　
良
子
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の
花
友
を
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る
無
人
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田
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勲

秋
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五
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横
手
鉄
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子
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選
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篠
原
　
良
子

缶
酎
ハ
イ
飲
め
ば
誰
か
に
絡
み
た
い
　�

鈴
木
レ
イ
子

そ
の
事
情
こ
ち
ら
に
も
あ
り
分
か
り
ま
す�

多
田
紀
久
代

教
え
な
い
企
業
秘
密
だ
シ
ェ
フ
の
味�
　
西
田
　
修
身

感
謝
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一
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橋
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介
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葉
は
真
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な
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め
　�
若
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ア
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子

一
般
応
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お
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落
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る
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が
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島
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子

終
活
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思
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る
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長
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敏
子

令
和
五
年
度
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市
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誌
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・
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選
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詩
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兒
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ょ
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ゅ
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う
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吉
形
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恵
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耕
田
圃
弄
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霞
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ゅ
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う

田で
ん

圃ぽ

　
雲う

ん

霞か

を
弄ろ

う

す

千
頃
村
園
分
外
嘉
　
　
千せ

ん

頃け
い

の
村そ

ん

園え
ん

　
分ぶ

ん

外が
い

に
嘉よ

し

紅
白
淡
濃
奇
彩
畫
　
　
紅こ

う

白は
く

　
淡た

ん

濃の
う

　
奇き

彩さ
い

の
画が

丹
邱
描
出
九
秋
花
　
　
丹た

ん

邱き
ゅ
う

　
描え

が

き
出い

だ
す
九き

ゅ
う

秋し
ゅ
う

の
花は

な

　
※
丹
邱
―
昼
も
夜
も
明
る
い
と
い
う
仙
人
の
住
む
と
こ
ろ
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